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別記様式第７号

新 規 事 業 箇 所 調 書

調書作成年月日 平成２０年 ２月１２日

事 業 担 当 課 道 路 課

一般国道３４６号本吉バイパス事業 補助 宮 城 県事 業 名 補助・単独の別 事業主体

本吉郡本吉町津谷地内 宮 城 県施行地名 管理主体
つ や

道路法第１２号，第７４条第２項，道路施行規則第８条根拠法令

事業目的

本吉町市街地を通過する国道３４６号の当該区間は，人家，商店が連立しており，幅員狭

小，歩道未整備のうえ急カーブも多いため，大型車のすれ違いが困難で事故率も高く，交通

の流れに支障をきたしている。このような状態から安全で円滑な交通の確保，沿道環境の向

上を図るとともに，緊急輸送道路としての機能向上のため，早急に整備を行う必要がある。

事業内容

延長 １，６００ｍ， 幅員 ６．０（１０．０）ｍ

橋梁 ２橋

事 業 費

全 体 事 業 費 費 用 負 担 内 訳

国 県 市町村 その他

( )

内用地費 [ 50 %] [ 50 %] [ %] [ %]

15.0 億円 3.3 億円 7.50 億円 7.50 億円 億円 億円

事業期間

事 業 期 間 平成 20年度～平成 23度（ 4 年間）

用地買収着手予定年度 平成 21年度 工 事 着 手 予 定 年 度 平成 21年度

施設管理の予定

完成後の施設管理主体は，宮城県となるが，平成１３年度から全県的に推進しているアド

プト制度「みやぎスマイルロード・プログラム」の活用等により，官民一体となった管理体

制の実現を図っていきたい。
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上位計画等

・宮城の将来ビジョン（平成１９年３月）

「宮城の飛躍を支える産業基盤の整備」の実現に向けた取組「広域道路ネットワークの

整備」として整備促進。

・土木行政推進計画（宮城県土木部）

登米・気仙沼圏域発展の基盤となる交通ネットワーク形成のため，本吉バイパス事業を

進めていくこととしている。

事業を巡る社会経済情勢等

○社会経済情勢

三陸縦貫自動車道は，平成１０年３月に仙台方面から石巻河南インターチェンジまで

供用済みであったが，その後平成１９年６月には桃生津山インターチェンジまで，平成

２０年度には（仮）登米インターチェンジまで，気仙沼方面に向かって順次供用が予定

されている。

また，石巻河南インターチェンジ以北が無料化されることで利用が増大されるものと

想定される。

○地元情勢，地元の意見

国道３４６号本吉バイパス整備促進期成同盟会，三陸地域地方都市建設協議会から，

三陸縦貫自動車道路(仮)登米インターチェンジ，(主）中田栗駒線，国道３４６号錦織バ

イパスなどの供用開始により，本吉町内の交通量や事故の増加，沿道環境の悪化などが

懸念されることから，国道３４６号本吉バイパスを早期に整備し，中心市街地の交通安

全の確保及び通過交通の排除を図ることへの要望が益々強まっている。

事業効果

○想定される事業効果

（１）関連事業との一体整備により，三陸縦貫自動車道及び東北縦貫自動車道へのアクセス

性が向上する。

（２）当該現道区間においては，幅員狭小，急カーブ区間等で大型車とのすれ違いが困難で

中央線をはみ出しての走行で接触事故も多発しているが，バイパス整備による交通量の

転換で，事故率の減少が図られる。

（３）現道は，通学路の法指定をされており，大型車交通の減少により，通勤通学の歩行者

はもちろん，沿道・商店街利用の歩行者の安全性が向上する。

（４）当該区間は，バス路線にもなっており，また地域の主要病院や消防署等の救急公共機

関も隣接しているため，バイパスへの交通量転換により緊急時の交通混雑が回避される

ことで，緊急車両等の迅速性が増し，定時性が確保され，地域防災の強化にも寄与され

る。

（５）気仙沼本吉地域，南三陸海岸地域の特産品である水産物や水産加工物は，鮮度を保つ

ために迅速な輸送が必須であり，また周辺地域からの青果物や生活物資などの運搬にも

物流の効率化が求められることから，所要時間の短縮・高規格道路へのアクセス性の向

上により，物流の活性化にも寄与する。
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関連事業の概要・進捗状況等

三陸縦貫自動車道が平成２０年度には（仮）登米インターチェンジ，平成２１年度には米

谷まで開通を予定しており，当該国道の南三陸，気仙沼方面からの交通量の増加が見込まれ

る。

また，みやぎ県北高規格幹線道路や(主)中田栗駒線，国道３４６号錦織バイパス等の整備

により，高規格アクセスとなる道路整備も進めており，国道３４６号の一次緊急輸送道路と

しての機能が向上する。

代替案との比較検討

本ルートは，他ルートと比較してバイパスとしての平面線形が最も優れたものであり，市

街地を通過せずに交差点も少なく，沿道環境に与える影響や施工時に現道交通への影響など

が最も少なく，土地利用性，経済性にも優れているルートである。

コスト縮減計画

当該事業の土工において，盛土量が約１５，０００ｍ3不足することで，その土量を別途道

路改良事業（一般県道馬場只越線道路改良工事）で発生する残土を有効利用することで購入

費及び運搬費用が縮減される予定である。(縮減額：３０百万円)

費用対効果

根拠マニュアル：費用便益分析マニュアル 国土交通省道路局（平成１５年版）

社会的割引率： ４ ％

便益算定期間： ４０ 年

基 準 年：平成１９年

費 建設費 １５．０億円

用 維持管理費 ８．８億円

項 総費用 ２３．８億円

目 現在価値（Ｃ） １６．６億円

便 走行時間短縮便益 ５９．３億円

益 走行費用短縮便益 ２．５億円

項 交通事故減少便益 １．４億円

目 総便益 ６３．２億円

現在価値（Ｂ） ２７．０億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） １．６
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地域指定状況等

特になし

影響と対策

旧市街地から離れて最短で国道４５号へ接続するルートであり，沿道環境への影響は極め

て少ない。また，切盛土量をなるべく控えた線形としており，自然環境に与える影響も少な

い。

事業箇所評価結果

評価結果と予算への反映状況が異なる場合の理由評点による 予算化された箇所数
（低順位にもかかわらず予算化された理由）順 位

道路建設事業(国道)

（新規事業箇所）

１位／２ ２ 箇所

対応方針

事業実施
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